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1. 編修上特に意を用いた点や特色

・ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させるために，章末に練習課題を設けた。
・生徒の主体的な学習を促すために，第1章の練習課題では先輩の就職先や進学先の調査，第2章の練習課題では今売れている普通乗用車や売れている曲に関する情報の収集と分析，第3章の練習課題では好景気と不景気の特徴や消費財と生産財の種類と特徴などを400字から800字でまとめさせる問題，第4章の練習課題では私企業の形態と特徴などについて400字から800字でまとめさせる問題，第5章の練習問題では身近な地域の特色を生かした地域振興策をグループで話し合い発表する学習課題，第6章の練習課題では小切手の振り出し・支払い・不渡りなどについて400字から800字でまとめさせる問題を掲載した。
・授業の配分をしやすいように，本文はすべて見開き構成とした。
・すべての見開きに図やイラストを掲載して，生徒の興味・関心を引きつけ，理解が高まるように配慮した。
・キャラクターの吹き出しを用いて，クラスで話し合ったり，生徒が自発的に考えたりできるような問いかけをおこない，生徒の理解を促進し，学習意欲を高めるように配慮した。
・経済の国際化の進展をふまえ，基本的な用語は英語表記とあわせて指導できるように，必要と思われる用語には英語表記を適宜付した。
・経済社会の一員としての望ましい心構えを身につけさせるために，第2章第1節に「信頼関係の構築」として節を設け，あいさつ・正しい姿勢・お辞儀のしかた・身だしなみ・表情・座り方・話の聞き方と話し方・電話応対・訪問と来客応対などのビジネスマナーについて記述し，倫理観・責任感・協調性および社会貢献の姿勢やホスピタリティの重要性を強調した。
・ホスピタリティに関しては，接客や接遇の場面だけでなく，社会の一員として互いに協力し合い，信頼関係を築いていく上で常に意識するべき姿勢であることを示し，ビジネスにおける信頼関係の構築について理解が深まるように配慮した。
・情報化社会といわれる現代において，生徒が信頼性の高い情報を入手し分析できるように，客観的信頼性の高い情報をグラフなどで多数掲載した。
・身近な地域の課題や振興策について，具体的な事例を複数取り上げ，キャラクターによる問いかけをおこなうことにより，生徒が自分の身近な地域に照らし合わせ，主体的に考え学習することができるように，配慮した。

2. 対照表

	　
	図書の構成・内容
	学習指導要領の内容
	該当箇所
	配当時数

	第一章 
  
商業の学習とビジネス
	第1節 商業を学ぶ重要性と学び方
「商業で身につけたい力」や「商業の学び方」などについて図解し，商業の学習の基本がより理解しやすくなるように心がけた。また，キャラクターの吹き出しを用い，具体的な設問を通して商業の学習について考えさせ，生徒の学習意欲を高めるよう配慮した。第1節の冒頭では，身近な生活にビジネスがどのように関わっているかを示し，ビジネスへの理解を深め，商業の学習の動機づけをおこなうことができるように配慮した。
	(1)商業の学習とビジネス
ア 商業を学ぶ重要性と学び方

	2頁～7頁

	




2

	
	第2節 ビジネスの役割
日常的に利用している商品やサービスについて考えさせる問いかけを設け，より具体的なイメージをもってビジネスの役割を理解することができるよう配慮した。
	(1)商業の学習とビジネス
イ ビジネスの役割

	8頁～11頁

	

 1

	
	第3節 ビジネスの動向と課題
ビジネスの動向について「グローバル化」「情報化」「サービス経済化」「科学技術の進歩」という4つの観点から著述した。特に，今後も発展が望まれ，生活にも浸透しはじめたICTやIoT，AIなどについて取り上げ，生徒が興味と具体的イメージをもってビジネスの動向について考えることができるように心がけた。
	(1)商業の学習とビジネス
イ ビジネスの役割
ウ ビジネスの動向・課題
	12頁～19頁
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	練習問題3
グループを編成し，先輩の就職先や進学先などを調査し，自分の進路についても考える学習活動を取り入れた。
	(1)商業の学習とビジネス
ア 商業を学ぶ重要性と学び方

	20頁
	

	第二章

ビジネスに対する心構え
	第1節 信頼関係の構築
接遇について，ビジネスシーンにおける具体的な流れを示した。イラストを多く掲載し，生徒が実践するにあたって，わかりやすい例示を心がけた。
	(2)ビジネスに対する心構え
ア 信頼関係の構築
イ コミュニケーションの基礎
	22頁～37頁
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	第2節 良好な人間関係とコミュニケーション
コミュニケーションを企業内と企業外の２つに分けて，具体的に取り上げることで，習得を促した。
	(2)ビジネスに対する心構　　
　 え
イ コミュニケーションの基礎
	38頁～41頁
	

 1 

	
	第3節 情報の入手と活用
情報化社会を踏まえ，インターネットを利用した情報収集の方法について丁寧に著述した。また，収集した情報に対して合理的な判断を下せるように，イラストやセリフなどを用いて非合理的な思考の例を示した。
	(2)ビジネスに対する心構え
ウ 情報の入手と活用
	42頁～51頁
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	第三章

経済と流通
	第1節 経済の基本概念
相関図を用いて，経済主体とその相互関係が理解できるよう心がけた。
トレード・オフと機会費用については，別にページを設け，生徒が将来直面しうるであろう状況を例とした。
	(3)経済と流通
ア 経済の基本概念
	56頁～59頁
106頁～107頁
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	第2節 流通の意義と役割
流通の必要性や働きについてイラストなどを用いて図解し，具体的なイメージをもって学習を進められるように配慮した。
	(3)経済と流通
イ 流通の役割
	60頁～71頁
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	第3節 ビジネスの諸活動
キャラクターの問いかけにより，学習した内容についてさらに考え，理解を深められるように配慮した。ビジネスの諸活動については，製造業者，物流業者，売買業者の順に学習できるようにし，商品の流通についてより理解しやすくなるような構成を心がけた。
	(3)経済と流通
ウ 流通を支える活動
	72頁～105頁
	


 10

	第四章

企業活動
	第1節 企業の形態と組織
生徒が就職に対して希望をもち，意欲的に取り組めるよう本節の冒頭に起業家精神についての記述を配置した。
	(5) 企業活動
ア 企業の形態と組織
	112頁～121頁
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	第2節 企業のマーケティング活動
「あるメーカーの緑茶飲料市場への新規参入」の事例を図で示すことで4P政策について理解の促進をはかった。
	(5)企業活動
イ マーケティングの重要性と流れ
	122頁～125頁
	
 1

	
	第3節 資金の管理と調達
資金の必要性を解説し，重要性について確認した。そのうえで，前述の企業の形態と関連付けて説明した。
	(5)企業活動
ウ 資金調達
	126頁～129頁
	
 1

	
	第4節 財務諸表の役割
貸借対照表と損益計算書について，それぞれ具体的な例を示し，視覚的に読み方や作成のしかたを理解できるように配慮した。
	(5)企業活動
エ 財務諸表の役割
	130頁～133頁
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	第5節 企業活動に対する税
税の意義について記載し，納税は企業の社会的責任であるという納税の重要性について理解したうえで，学習できるよう配慮した。
	(5)企業活動
オ 企業活動に対する税
	134頁～139頁
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	第6節 雇用
「同一労働同一賃金」や「ワーク・ライフ・バランス」についてのコラムを設置し，労働に関する現状について理解を深められるようにした。
	(5)企業活動
カ 雇用
	140頁～145頁
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	練習問題7(4)
雇用の安定や福利厚生など雇用にともなう企業の責任について事例を調べ考えることができるようにした。
	(5)企業活動
カ 雇用
	148頁
	

	第五章


身近な地域のビジネス
	第1節 身近な地域の課題
キャラクターによる問いかけを設置し，生徒が自分の住む地域や普段の生活に照らし合わせて考えながら学習を進められるように心がけた。
	(6)身近な地域のビジネス
ア 身近な地域の課題
	150頁～153頁
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	第2節 身近な地域のビジネスの動向
地域ビジネスの事例を複数取り上げ，生徒がより具体的なイメージをもって地域ビジネスについて考えられるように配慮した。
	(6) 身近な地域のビジネス
イ 身近な地域のビジネスの動向
	154頁～159頁
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	練習問題3
グループを編成し，身近な地域の特色について話し合い，その特色を生かしたビジネスの振興策を考案し発表する学習活動を取り入れた。
	(6)身近な地域のビジネス
イ 身近な地域のビジネスの動向
	160頁
	

	第六章

取引とビジネス計算
	第1節 売買取引の方法
第2節 代金決済の方法
第3節 電子商取引と代金決済
「新たな決済手段」として「電子記録債券」や「暗号資産（仮想通貨）」について著述した。暗号資産については，信頼性と安全性を保つためのしくみについて説明した。
また，近年よく見られるようになった多機能携帯端末(スマートフォンなど)を使用した決済手段について図解とともに説明し，現代におけるさまざまな決済手段について理解が深まるように配慮した。
	(4)取引とビジネス計算
ア 売買取引と代金決済
	162頁～187頁
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	第4節 計算用具の歴史
第5節 ビジネス計算の方法
生徒の理解度を勘案し，度量衡や貨幣の単位の換算など比較的平易な計算を先に学習したのち，仕入原価や売買損益の計算を学習できるよう配置した。
	(4)取引とビジネス計算
イ ビジネス計算の方法
	186頁～221頁
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